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ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
12
月
議
会
か
ら
新
た
に
発

行
し
た
、
い
ず
も
市
議
会
だ
よ
り

「
速
報
」
版
。

　
議
会
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
定
例
会
後
に
市
議
会

だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

閉
会
か
ら
配
布
ま
で
に
約
２
カ
月

を
要
す
こ
と
か
ら
、
時
事
感
に
欠

け
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　
時
事
な
事
柄
を
お
伝
え
す
る
こ

と
も
、
広
報
に
求
め
ら
れ
る
重
要

な
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
速

報
」
版
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
広
報
機
能
の
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
「
速
報
」
版
は
、
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
意
見
ご
感
想
を
賜
り
な
が

ら
、
市
議
会
だ
よ
り
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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今後の本会議および委員会の開催予定

本会議(開会、施政方針表明、議案上程・説明)
本会議(施政方針に対する会派代表者質問)
本会議(一般質問・１日目)
本会議(一般質問・２日目)
本会議(一般質問・３日目)
本会議(一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託)、
予算特別委員会
総務委員会・予算特別委員会総務分科会
総務委員会・予算特別委員会総務分科会

２月２０日(火)
２月２３日(金)
３月  ２日(金)

５日(月)
６日(火)
７日(水)

８日(木)
９日(金)

平成29年度 3月定例市議会 会期日程（案）
文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生分科会
文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生分科会
環境経済委員会・予算特別委員会環境経済分科会
環境経済委員会・予算特別委員会環境経済分科会
建設水道委員会・予算特別委員会建設水道分科会
建設水道委員会・予算特別委員会建設水道分科会
予算特別委員会
本会議(委員長報告、質疑、討論、採決、閉会)

１２日(月)
１３日(火)
１４日(水)
１５日(木)
１６日(金)
１９日(月)
２０日(火)
２３日(金)

※一般質問を行う議員数により、３月７日の日程が３月６日に繰り上がり、３月７日は開催されないことがあります。

ホームページのリニューアルとアドレス移転のお知らせ

出雲市議会のホームページが新しく生まれかわりました。

より見やすく

出雲市議会ウェブサイト（2018 年 2 月 新装）
アドレス  https://gikai.izumo-city.jp
リニューアルにともないアドレスがかわりました。
お気に入りやブックマークに登録されている方は変更をお願いいたします。

より詳しく

・ サイトの構造・レイアウトを大幅に変更。
・ 文字検索機能をはじめ、見たい情報を見つけやすくなりました。
・ スマートフォンなどモバイル端末での閲覧にも対応しています。
・ 議会の経過を日程にしたがって、わかりやすく更新。
・ 本会議だけでなく、各委員会の閉会中の活動やその他の会議の

状況も掲載していく予定です。

一般質問、20人が登壇、論戦。

一
般
会
計
補
正
予
算

4
億
3
千
5
百
万
円
など

15
議
案
を
可
決

●
補
正
予
算
の
主
要
事
業

●
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
促
進
事
業

●
市
道
古
志
82
号
線
拡
幅
改
良
事
業

　
今
回
可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、県
事
業
を
活
用
し
た
市
内
漁
業
者
の
漁
船
導
入
に

対
す
る
支
援
、次
期
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
敷
地
造
成
に
伴
う
工
事
用
道
路
の
拡
幅

工
事
、消
防
庁
か
ら
送
信
さ
れ
る
緊
急
情
報
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
J
ア
ラ
ー
ト

新
型
受
信
機
更
新
経
費
、平
成
30
年
度
か
ら
預
か
り
保
育
事
業
を
開
始
す
る
幼
稚
園
の

準
備
経
費
、平
成
28
年
度
国
県
支
出
金
の
確
定
に
伴
う
返
還
金
な
ど
を
中
心
に

所
要
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、平
成
29
年
9
月
の
台
風
18
号
に
よ
り

被
災
し
た
農
地
及
び
林
道
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
も
、所
要
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

福島孝雄、神門　至、岸　道三、勝部順子、児玉俊雄、錦織　稔、大谷良治
玉木　満、後藤由美、西村　亮、川光秀昭、本田一勇、山内英司、伊藤繁満
長廻利行、大場利信、保科孝充、板倉一郎、今岡真治、湯淺啓史　　　　　

詳しくは、2月20日発行の「いずも市議会だより No.51」
市議会ホームページ（http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai）をご覧ください。
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12
月
議
会
閉
会

●
防
災
行
政
無
線
等
施
設
維
持
費
、

　
通
信
施
設
・
設
備
整
備
費
、防
災
対
策
費

●
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業

●
現
年
発
生
補
助
災
害
復
旧
事
業

農
地
及
び
農
業
用
施
設
、林
道

●
国
庫
支
出
金
返
還
金

社
会
福
祉
費
・
生
活
保
護
費
・
児
童
福
祉
費
・
保
健
衛
生
費 

関
連

《Webサイトで録画配信中》

「日が沈む聖地出雲」が
日本遺産に認定

いずも市議会だより
「速報」版
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平成２９年度

第４回出雲市議会（定例会）報告

開会 平成２９年（２０１７）１１月３０日（木） 閉会 平成２９年（２０１７）１２月２０日（水） 会期２１日間

本会議（開会、議案上程・説明）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、追加議
案上程・説明、議案質疑、委員会付
託）予算特別委員会

総務委員会・予算特別委員会総務分
科会

１１月３０日（木）

１２月４日（月）

１２月５日（火）

１２月６日（水）

１２月１１日（月）

文教厚生委員会・予算特別委員会文
教厚生分科会

環境経済委員会・予算特別委員会環
境経済分科会

建設水道委員会

予算特別委員会

本会議（委員長報告・質疑、討論、意
見書案上程・説明、討論、質疑、採
決、閉会）

１２月１２日（火）

１２月１３日（水）

１２月１４日（木）

１２月１８日（月）

１２月２０日（水）

議議会会のの動動きき

平成２９年１１月３０日から１２月定例市議会が開催され、平成２９年度（２０１７）
出雲市一般会計第５回補正予算などの議案を議決しました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

１２月定例会では、市長提出の「平成２９年度（２０１７）出雲市一般会計第

５回補正予算」など予算案件４件、「出雲市消防団条例の一部を改正す

る条例」など条例案件５件、「公の施設の指定管理者の指定について

（大社町有線放送電話（大社ご縁ネット））」など一般案件５件の議案が

執行部から提案され、これらすべての議案について、原案のとおり可決

しました。

また、議員提出議案として「地方議会議員の厚生年金への加入を求め

る意見書案」を提出し、原案のとおり可決したほか、４件の陳情のうち

「出雲市新体育館の早期建設に関する陳情」を全員賛成で採択しました。

会 期 日 程
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議
員
、
特
別
職
の
期
末
手
当
お
よ
び
一
般
職
の
勤
勉
手
当
を

引
き
上
げ

総
務
委
員
会

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

条
例
案
件
４
件
、
一
般
案
件
２
件

議
第
５３
号
、
議
第
５４
号
お
よ
び
議

第
５５
号
は
、
国
の
人
事
院
勧
告
の
趣

旨
な
ど
を
踏
ま
え
、
特
別
職
（
議

員
、
市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育

長
）
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０

・
０５
月
引
き
上
げ
、
３
・
３０
月
と

し
、
一
般
職
の
職
員
の
給
料
月
額
を

平
均
０
・
２
％
、
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
を
０
・
１
月
引
き
上
げ
る
条
例

を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
、
特

別
職
（
議
員
、
市
長
、
副
市
長
お
よ

び
教
育
長
）
の
期
末
手
当
を
引
き
上

げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
に
理
解

が
得
ら
れ
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
否

決
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
国

引
き
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
申
請
内
容

変
更
に
つ
い
て
、
名
称
を
「
島
根
半

島
・
宍
道
湖
中
海
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
、
テ
ー
マ（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
）
を

「
出
雲
国
風
土
記
の
自
然
と
歴
史
に

出
会
う
大
地
」
に
変
更
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

選
択
校
区
制
是
正
に
つ
い
て
の
陳
情
を
趣
旨
採
択

文
教
厚
生
委
員
会

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

一
般
案
件
２
件
と
陳
情
４
件

議
第
４８
号
「
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
古
志
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）」
な
ど
す
べ
て
の

案
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

陳
情
第
７
号
「
選
択
校
区
制
是
正

に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

地
域
が
二
分
す
る
選
択
校
区
制
の
是

正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
全
員
で
現
地
視
察
を
行
い
、

陳
情
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
審
査
し

た
結
果
、
四
絡
地
区
だ
け
で
な
く
市

全
体
の
問
題
で
あ
り
、
一
度
始
め
た

制
度
を
元
に
戻
す
こ
と
は
影
響
も
大

き
く
、
慎
重
に
議
論
し
判
断
す
る
必

要
は
あ
る
が
、
地
域
が
分
断
さ
れ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成
り
立
た
な
く
な
る

こ
と
を
危
惧
す
る
陳
情
者
の
願
い
は

よ
く
理
解
で
き
る
た
め
、
趣
旨
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
の
委
員
か
ら
は
選
択

校
区
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
検

討
委
員
会
を
開
き
、
時
間
を
か
け
て

検
討
し
て
い
く
の
が
良
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

常常

任任

委委

員員

会会

報報

告告

陳情者から説明を受ける委員（四絡コミュニティセンター）

日本ジオパークに認定された
「島根半島・宍道湖中海ジオパーク」

委委員員会会報報告告
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「
ゆ
か
り
館
」
を
民
間
事
業
者
に
減
額
譲
渡
す
る
議
案
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定

環
境
経
済
委
員
会

審
査
の
付
託
を
受
け
た
案
件
は
、

条
例
案
件
１
件
、
一
般
案
件
１
件

議
第
４６
号
「
出
雲
市
す
さ
の
お
の

郷
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

は
、「
出
雲
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
お

よ
び
「
出
雲
市
公
共
施
設
の
あ
り
方

指
針
」
に
基
づ
き
、
出
雲
市
す
さ
の

お
の
郷
「
ゆ
か
り
館
」
を
民
間
譲
渡

す
る
た
め
に
、
本
条
例
の
全
部
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
５０
号「
建
物
の
減
額
譲
渡
に
つ

い
て（
出
雲
市
す
さ
の
お
の
郷
「
ゆ
か

り
館
」）」
は
、「
ゆ
か
り
館
」
を
民
間

事
業
者
に
減
額
譲
渡
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
公
共
施

設
の
民
間
譲
渡
に
あ
た
っ
て
は
、
よ

り
多
く
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
方
策
を
検
討
す
べ
き
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者
が
受

託
し
て
い
る
周
辺
施
設
な
ど
、
他
の

業
務
に
つ
い
て
も
、
今
後
ゆ
か
り
館

を
管
理
す
る
事
業
者
の
意
向
が
あ
れ

ば
、
一
体
的
に
管
理
を
行
わ
せ
る
こ

と
も
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

「
第
２
次
幹
線
市
道
整
備
１０
か
年
計
画
」
に
つ
い
て
な
ど
３

件
を
協
議

建
設
水
道
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会
へ
の
審
査
の
付

託
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
は
じ
め
に
上

下
水
道
局
か
ら
「
出
雲
市
水
道
事
業

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
係
る
各
計
画
の
概

要
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
定
め
る
取
り
組
む
べ
き
課

題
、
基
本
方
針
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
、
投
資
事
業
で
あ
る
施
設
更
新
計

画
、
施
設
耐
震
化
計
画
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資
産
管
理
）
の
各

計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
都
市
建
設
部
よ
り
平
成
３０

年
度
か
ら
平
成
３９
年
度
ま
で
の
「
第

２
次
幹
線
市
道
整
備
１０
か
年
計
画
」

に
つ
い
て
、
平
成
２９
年
度
末
ま
で
に

完
成
で
き
な
い
１２
路
線
お
よ
び
整
備

の
必
要
性
や
実
現
性
の
観
点
に
よ
り

評
価
し
た
１１
路
線
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
、
整
備
候
補
路
線
に
位
置
づ
け

た
１３
路
線
は
、
事
業
全
体
の
進
捗
状

況
を
見
な
が
ら
市
政
を
推
進
す
る
上

で
、
重
要
度
な
ど
を
踏
ま
え
て
整
備

す
る
旨
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
な

お
、
委
員
の
中
か
ら
着
実
な
執
行
を

求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

多
く
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
国
の
基
本
方
針
お
よ
び
県
で
策

定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
き
作
成
さ
れ

た
「
出
雲
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

委委員員会会報報告告

民間（スサノオドリーム㈱）に譲渡が決まった出雲市すさのおの郷「ゆかり館」

きたほんまちたに だ だにせん

「第１次幹線市道整備１０か年計画」で整備した北本町谷田谷線
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
、
第
６
回
）
を
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定

予
算
特
別
委
員
会

本
定
例
会
に
お
い
て
審
査
の
付
託

を
受
け
た
案
件
は
、
議
第
４２
号
「
平

成
２９
年
度
（
２
０
１
７
）
出
雲
市
一

般
会
計
第
５
回
補
正
予
算
」、
議
第
４３

号
「
平
成
２９
年
度
（
２
０
１
７
）
出

雲
市
ご
縁
ネ
ッ
ト
事
業
特
別
会
計

第
１
回
補
正
予
算
」、
議
第
４４
号

「
平
成
２９
年
度
（
２
０
１
７
）
出
雲
市

病
院
事
業
会
計
第
１
回
補
正
予
算
」

お
よ
び
議
第
５２
号
「
平
成
２９
年
度

（
２
０
１
７
）
出
雲
市
一
般
会
計
第
６

回
補
正
予
算
」
の
４
件
で
す
。

市
長
出
席
の
も
と
、
１２
月
補
正
予

算
編
成
方
針
な
ど
の
総
括
質
疑
を
は

じ
め
、
各
補
正
予
算
の
詳
細
に
つ
い

て
質
疑
な
ど
を
行
い
、
慎
重
に
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

議
第
４２
号「
平
成
２９
年
度（
２
０
１
７
）

出
雲
市
一
般
会
計
第
５
回
補
正
予

算
」
は
、
歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ

れ
３
億
７
４
０
０
万
円
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
７
９
６
億
２
３
０
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
民
生
費
お
よ
び
衛

生
費
で
は
、
国
県
支
出
金
に
伴
う
返

還
金
な
ど
２
億
６
３
６
８
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
業
費

で
は
、
市
内
漁
業
者
が
漁
船
を
導
入

す
る
際
の
リ
ー
ス
料
の
補
助
と
し
て

６
２
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
木
費
で
は
、
次
期
可
燃
ご
み

処
理
施
設
の
敷
地
造
成
に
伴
う
工

事
用
道
路
の
拡
幅
工
事
費
の
追
加

５
３
４
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
消
防
費
で
は
、
消
防
庁
か
ら
送

信
さ
れ
る
緊
急
情
報
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
新
型
受
信

機
の
更
新
経
費
４
６
０
万
円
な
ど
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
費
で

は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
預
か
り
保
育

事
業
を
実
施
す
る
幼
稚
園
の
準
備
経

費
８
７
０
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

議
第
４３
号「
平
成
２９
年
度（
２
０
１
７
）

出
雲
市
ご
縁
ネ
ッ
ト
事
業
特
別
会
計

第
１
回
補
正
予
算
」
は
、
債
務
負
担

行
為
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

議
第
４４
号「
平
成
２９
年
度（
２
０
１
７
）

出
雲
市
病
院
事
業
会
計
第
１
回
補
正

予
算
」
は
、
平
成
２８
年
度
の
企
業
債

の
う
ち
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更

新
に
か
か
る
借
入
を
平
成
２９
年
２
月

に
前
倒
し
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年

度
中
に
元
金
償
還
が
生
じ
た
た
め
、

補
正
を
行
う
と
と
も
に
、
債
務
負
担

行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

議
第
５２
号「
平
成
２９
年
度（
２
０
１
７
）

出
雲
市
一
般
会
計
第
６
回
補
正
予

算
」
は
、
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
な
ど

に
基
づ
き
、
給
料
表
の
改
定
お
よ
び

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
改

定
す
る
こ
と
に
伴
う
歳
入
歳
出
予
算

の
補
正
と
し
て
６
１
０
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
７
９
６
億
８
４
０
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

執
行
部
に
は
、
慎
重
な
事
業
の
執

行
を
求
め
ま
し
た
。

予算特別委員会の審査のようす

平成２９年度（２０１７）一般会計補正予算（第５回、第６回）歳出
４億３千５百万円を追加補正

委委員員会会報報告告
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福
代

秀
洋

議

長

長
廻

利
行

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

宮
本

享

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

山
代

裕
始

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

勝
部

順
子

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

板
倉

明
弘

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

川
上

幸
博

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

多
々
納
剛
人

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

板
倉

一
郎

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

萬
代

輝
正

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

板
垣

成
二

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

飯
塚

俊
之

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

保
科

孝
充

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

伊
藤

繁
満

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

大
場

利
信

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

西
村

亮

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

原

正
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

福
島

孝
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

渡
部

勝

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

寺
本

淳
一

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

神
門

至

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

湯
淺

啓
史

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

岸

道
三

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

大
谷

良
治

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

本
田

一
勇

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

錦
織

稔

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

児
玉

俊
雄

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

川
光

秀
昭

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

後
藤

由
美

賛

賛

賛

賛

反

賛

賛

賛

反

賛

反

反

反

賛

賛

賛

賛

賛

賛

山
内

英
司

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

玉
木

満

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

今
岡

真
治

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

賛

番 号

議第４２号

議第４３号

議第４４号

議第４５号

議第４６号

議第４７号

議第４８号

議第４９号

議第５０号

議第５１号

議第５２号

議第５３号

議第５４号

議第５５号

意見書第４号

陳情第５号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

採採決決のの結結果果

議案等の賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。
『賛』…賛成、『反』…反対、『－』…欠席・棄権、『除斥』…議案と一定の
利害関係を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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反
対

０

０

０

０

１

０

０

０

１

０

１

１

１

０

０

０

０

０

０

賛
成

３０

３０

３０

３０

２９

３０

３０

３０

２９

３０

２９

２９

２９

３０

３０

３０

３０

３０

３０

採決結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採 択

継続審査

趣旨採択

継続審査

議 案 名

平成２９年度（２０１７）出雲市一般会計第５回補正予算

平成２９年度（２０１７）出雲市ご縁ネット事業特別会計第１回補正予算

平成２９年度（２０１７）出雲市病院事業会計第１回補正予算

出雲市消防団条例の一部を改正する条例

出雲市すさのおの郷の設置及び管理に関する条例

公の施設の指定管理者の指定について（大社町有線放送電話（大社ご縁ネット））

公の施設の指定管理者の指定について（古志スポーツセンター）

工事請負契約の締結について（第三中学校昇降口棟建築主体工事）

建物の減額譲渡について（出雲市すさのおの郷「ゆかり館」）

字の区域の廃止について

平成２９年度（２０１７）出雲市一般会計第６回補正予算

出雲市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部
を改正する条例

出雲市特別職の職員に対する期末手当の支給に関する条例の一部を改正す
る条例

出雲市一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

出雲市新体育館の早期建設に関する陳情

出雲市新体育館の候補地に関する陳情

選択校区制是正についての陳情

子どもの医療費負担軽減に関する陳情

番 号

議第４２号

議第４３号

議第４４号

議第４５号

議第４６号

議第４７号

議第４８号

議第４９号

議第５０号

議第５１号

議第５２号

議第５３号

議第５４号

議第５５号

意見書第４号

陳情第５号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

採採決決のの結結果果

平成２９年度
第４回出雲市議会（定例会）
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議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
にににににににににににににににににににににににににににににににに

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
らららららららららららららららららららららららららららららららら
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
しししししししししししししししししししししししししししししししし
ゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お

よ
び
委
員
会
は
、
原
則
公
開
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
お
よ
び

委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前

の
傍
聴
受
付
で
、
傍
聴
受
付
簿
に

住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く

だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

傍
聴
席
は
、
議
場
６０
席
、
委
員

会
室
１０
席
程
度
あ
り
ま
す
。
事
前

の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら

か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
さ
れ

る
間
、
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
す

る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
希
望
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
た

ず
ね
い
た
だ
く
か
、
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【陳 情】

採決結果

採 択 に
全員賛成

継続審査 に

全員賛成

現在５か所の候補地の中から、今年度中に建設場所を選定するスケ
ジュールで検討が進められているところであり、議会としてもそのス
ケジュールに沿って引き続き議論した上で判断すべきであるため。

趣旨採択 に
全員賛成

継続審査 に

全員賛成

子どもの医療費だけの問題としてではなく、高齢者の医療費制度と
のバランスや保育料の補助など、子育て支援政策全般の問題として考
え、執行部ともさらに時間をかけてしっかり議論を重ねた上で判断す
べきであるため。

提 出 者

出雲市浜町
高松自治協会
会長 米原 稔 他３名

出雲市浜町
高松自治協会
会長 米原 稔 他３名

出雲市小山町
四絡住みよいまちづくりの会
会長 大塚 宗

出雲市斐川町出西
出雲市の子育てを考える会
代表 川西 希理子

件 名

出雲市新体育館の早期建設に関する陳情

出雲市新体育館の候補地に関する陳情

選択校区制是正についての陳情

子どもの医療費負担軽減に関する陳情

なぜ継続審査

なぜ継続審査

番号

５

６

７

８

【意見書】

採決結果

全員賛成により

原案可決

件 名

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

番号

４

陳情・意見書の採決結果

陳陳情情・・意意見見書書
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福島 孝雄 議員 （１０ページ）

◎防災士の育成について
・図書館の利用について
・農業の収入保険について

神門 至 議員 （１０ページ）

◎(株)出雲村田製作所周辺地域の環境整備及び対策につ
いて

・東京２０２０オリンピック・パラリンピックへの対応につ
いて

岸 道三 議員 （１１ページ）

・農振除外の現状と課題について
◎小中学校における課題（問題行動等・教職員の負担軽
減）について

勝部 順子 議員 （１１ページ）

・市営住宅に関する課題について
◎旧有原住宅の跡地の活用について

児玉 俊雄 議員 （１２ページ）

◎高齢者等の住宅確保対策について
・新体育館建設の基本方針について

錦織 稔 議員 （１２ページ）

◎水産業の人材育成と水産物のブランド化について
・市営住宅の整備事業について
・インバウンド（外国人旅行者）の誘客推進について

大谷 良治 議員 （１３ページ）

◎ものづくり産業（地場産業）に向けた取り組みについて
・ワーク・ライフ・バランスの取り組みについて

玉木 満 議員 （１３ページ）

◎出雲市の防災について

後藤 由美 議員 （１４ページ）

・市の介護保険計画について
◎児童クラブのあり方について

西村 亮 議員 （１４ページ）

◎外洋内水面の漁業振興と今後の拡充対策
・女性消防隊の防火訓練実施方法

川光 秀昭 議員 （１５ページ）

◎防災行政無線の整備、運用について
・介護職の外国人技能実習制度について

本田 一勇 議員 （１５ページ）

◎多伎いちじくの改善策は
・旧田儀小学校の今後の利活用は

山内 英司 議員 （１６ページ）

◎出雲日御碕夕日鑑賞バスについて

伊藤 繁満 議員 （１６ページ）

◎出雲斐川中央工業団地南工区開発方針及び周辺道路、
交通網の整備方針について伺います

長廻 利行 議員 （１７ページ）

◎大社門前町を中核とした観光振興策について

大場 利信 議員 （１７ページ）

・中学校を卒業した定住外国人の子ども等の高校進学の
支援について

・社会教育振興体制の充実について
◎出雲村田製作所周辺の環境整備について

保科 孝充 議員 （１８ページ）

・「出雲国山陰道跡」国史跡指定への答申と周辺整備を
伺う

◎出雲市立総合医療センターの経営状況を聞く

板倉 一郎 議員 （１８ページ）

◎企業の人手不足と人材育成への支援について
・急増する外国籍住民への対応について

今岡 真治 議員 （１９ページ）

◎認知症患者とその家族支援について
・生活困窮者の自立支援について

湯淺 啓史 議員 （１９ページ）

◎出雲市へ訪れる観光客の動態調査は継続的に行い、そ
の結果を素早く公表すべきではないか

１２月定例市議会では２０人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選
んで（◎印のもの）掲載しています。なお、各項目は、一般質問通告一覧表に記載された項目です。

一 般 質 問市政のここが聞きたい

一一般般質質問問
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問

地
域
の
防
災
意
識
・
防
災
力

の
向
上
に
努
め
、
災
害
発
生
時
に
は

避
難
誘
導
・
救
助
に
あ
た
る
「
防
災

士
」（
日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
す
る

民
間
資
格
）
の
育
成
が
島
根
県
お
よ

び
出
雲
市
は
大
変
に
遅
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
①
現
在
の
防
災
士
の
人

数
②
資
格
を
得
る
た
め
の
経
費
③
他

自
治
体
に
お
け
る
受
講
料
補
助
状
況

④
出
雲
市
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
担
当
部
長

①
人
数
は
、

島
根
県
６
３
９
人
（
全
国
４５
位
）（
都

道
府
県
平
均
２
９
４
６
人
）、
出
雲
市

７９
人
、
そ
の
う
ち
本
市
職
員
は
４

人
で
す
。
②
経
費
は
、
研
修
会
受

講
料
・
試
験
受
講
料
・
登
録
料
で
約

６
万
１
０
０
０
円
で
す
。
③
他
自
治

体
の
状
況
は
、
松
江
市
が
上
限
２
万

円
で
、
浜
田
市
、
邑
南
町
お
よ
び
美

郷
町
が
旅
費
を
含
め
て
全
額
補
助
で

す
。
④
出
雲
市
に
お
い
て
は
、
今

後
「
防
災
士
」
の
役
割
を
検
討
し
、

平
成
２９
年
に
続
き
、
平
成
３０
年
８
月

２５
日
、
２６
日
に
島
根
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
る
講
習
に
向
け
て
早
め
の

周
知
と
、
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
受

講
費
用
な
ど
の
助
成
も
検
討
し
、
一

層
の
「
防
災
士
」
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

問

（
株
）出
雲
村
田
製
作
所
の
周

辺
地
域
に
は
、
多
く
の
企
業
が
集
積

さ
れ
、特
に
朝
夕
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時

の
交
通
渋
滞
は
、
地
域
住
民
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
人
の
悩
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
発
す
る
周
辺

で
の
交
通
事
故
に
対
す
る
不
安
の
声

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

状
況
下
、
多
く
の
住
民
か
ら
通
学
路

の
確
保
や
歩
道
・
夜
間
照
明
の
整

備
、
都
市
計
画
道
路
の
早
期
実
現
な

ど
、
周
辺
地
域
の
環
境
整
備
に
対
す

る
期
待
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
周
辺
地
域
の
大
胆

な
環
境
整
備
が
急
が
れ
る
と
考
え
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
が
調

整
役
と
な
り
、
都
市
建
設
部
、
総
合

政
策
部
、
斐
川
支
所
で
周
辺
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
立
ち
あ
げ
、
総

合
的
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
都

市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
建
物
移
転
や
多
額
の
予
算
と

年
数
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
整
備
時

期
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
状

況
で
す
が
、
可
能
な
も
の
か
ら
対
策

を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

(

株)

出
雲
村
田
製
作
所
周
辺
地
域
の

環
境
整
備
を
早
期
に
進
め
る
べ
き

地
域
防
災
に
役
立
つ
「
防
災
士
」
の

育
成
が
急
が
れ
る

一一般般質質問問

福 島 孝 雄

新川中央線周辺地域の交通渋滞状況
（斐川町 ㈱出雲村田製作所付近）

日本防災士機構資料より

神 門 至
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問

「
第
３
期
出
雲
市
教
育
振
興
計

画
」
で
は
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働

是
正
に
向
け
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
部
活
動
の
休
養
日
の
設

定
、
外
部
指
導
員
の
導
入
検
討
な

ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
歩
踏
み
込

ん
だ
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
効
果
と

長
時
間
労
働
是
正
の
現
状
②
部
活
動

の
あ
り
方
の
検
討
に
お
け
る
進
ち
ょ

く
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

①
名
簿
管
理
、
出
欠
管

理
、
成
績
管
理
な
ど
の
各
シ
ス
テ
ム

が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
シ
ス
テ
ム
の
使
用
を
重
ね
て
慣

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
事
務
の

効
率
化
と
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
②

現
在
、
部
活
動
の
あ
り
方
を
含
め
た

「
出
雲
市
教
職
員
多
忙
化
解
消
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

具
体
的
で
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を

示
す
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
各
中
学
校
で
の
遵
守
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

旧
有
原
住
宅
の
解
体
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
、
地
域
か
ら
も
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

都
市
計
画
担
当
部
長

現
在
は
、
解

体
工
事
を
終
え
て
、
整
地
の
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
年
内
に
は
工
事
が

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
市
と
し
て

有
効
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

問

高
瀬
川
沿
い
の
自
転
車
道
路

は
、
通
学
路
と
し
て
朝
夕
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
下
校
の

児
童
た
ち
へ
の
安
全
の
た
め
に
、

も
っ
と
灯
り
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
の
方
た
ち
に
と
っ
て
も

地
域
の
安
全
・
安
心
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
担
当
部
長

通
学
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯
設
置
要

綱
に
基
づ
き
、
概
ね
１
０
０
ｍ
以
内

に
街
路
灯
を
設
置
し
て
お
り
、
一
定

の
安
全
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

現
状
は
、
電
信
柱
の
高
い
と

こ
ろ
に
設
置
さ
れ
安
全
と
は
思
え
ま

せ
ん
。

都
市
計
画
担
当
部
長

２
８
０
ｍ
の

中
に
５
灯
を
設
置
し
て
お
り
、
基
準

の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
を

旧
有
原
住
宅
の
跡
地
活
用
策
を
問
う

岸 道 三

活用が期待される旧有原住宅の跡地

小中学校に配置されている校務支援システム

一一般般質質問問

勝 部 順 子
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問

市
内
に
は
、
空
き
家
や
空
き

家
に
な
り
そ
う
な
家
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
多
岐
に
わ
た
る
空
き
家
に

関
連
し
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に

体
制
強
化
を
図
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
ひ
と
り
世
帯
な
ど
で

は
、
家
の
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
空

き
家
に
な
る
前
か
ら
、
そ
こ
に
住
む

こ
と
に
不
安
を
抱
え
る
方
に
寄
り
添

う
よ
う
な
対
策
が
と
れ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

都
市
計
画
担
当
部
長

空
き
家
対
策

は
、
防
災
安
全
課
を
総
合
窓
口
と
し

て
、
管
理
が
不
全
な
空
き
家
な
ど
へ

の
対
応
は
建
築
住
宅
課
が
、
利
活
用

に
関
し
て
は
縁
結
び
定
住
課
が
担
当

す
る
な
ど
関
係
課
が
連
携
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
住
宅
の
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
住
み
続
け
る
こ
と

が
困
難
な
方
の
居
住
の
安
定
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
対

策
を
含
め
た
総
合
的
な
住
宅
確
保
対

策
と
し
て
多
様
な
視
点
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
関
連
部
署
や
団
体
の

協
力
も
得
な
が
ら
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問

水
産
業
の
新
規
認
定
就
労

者
、
新
規
漁
業
者
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

定
置
網
漁
業
な
ど

の
企
業
経
営
体
に
新
た
に
雇
用
さ
れ

た
方
へ
の
給
与
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
就
労
環
境
の
整
備
に
向
け
、
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
い
し
ゃ
ご
え
ん
ぶ
り

こ

い

づ

問

大
社
御
縁
鰤
、
小
伊
津
ア
マ

ダ
イ
の
平
成
２８
年
度
の
漁
獲
量
・
漁

獲
高
は
ど
れ
だ
け
あ
り
ま
す
か
。

農
林
水
産
部
長

ブ
リ
の
漁
獲
量
は

１２
本
で
約
１
０
０
kg
、
漁
獲
高
は
約

２３
万
円
で
す
。
ア
マ
ダ
イ
は
２５
ｔ
、

８
６
０
０
万
円
で
す
。

問

ア
カ
ア
マ
ダ
イ
の
資
源
回
復

と
栽
培
技
術
確
立
は
、
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
ま
す
か
。

農
林
水
産
部
長

放
流
し
た
ア
カ
ア

マ
ダ
イ
が
再
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
漁
獲
量
か
ら
推
測
す
る
と
、
あ

る
程
度
の
資
源
量
は
確
保
・
維
持
で

き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

今
後
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

て
の
課
題
は
何
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
部
長

品
質
管
理
の
徹
底

や
、
後
継
者
を
育
成
し
需
要
に
応
え

ら
れ
る
出
荷
量
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を

空
き
家
対
策
を
含
む
総
合
的
な

住
宅
対
策
を
強
化
す
る
考
え
は
な
い
か

一一般般質質問問

児 玉 俊 雄

大社漁港（大社築港）に係留してある漁船

このまちでくらし続けるために

錦 織 稔
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問

も
の
づ
く
り
は
、
あ
ら
ゆ
る

産
業
の
基
本
で
あ
り
、
技
能
の
向
上

や
伝
承
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
産
業

の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
だ

と
考
え
ま
す
。

も
の
づ
く
り
産
業
が
担
う
役
割
は

非
常
に
大
き
く
、
経
済
を
支
え
る
う

え
で
大
切
な
産
業
基
盤
で
す
。
中
核

的
な
産
業
と
し
て
継
続
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
も
の
づ
く
り
産
業
に
対
す
る
支

援
な
ど
、
出
雲
市
の
現
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

出
雲
産
業
フ
ェ
ア

を
一
新
し
た
「
い
ず
も
産
業
未
来

博
」
で
は
、
地
域
の
企
業
の
魅
力
を

体
感
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
２９
年
３
月
に
は
、
出
雲
市
地

場
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
を
制
定
し
、
地
場
中
小
企
業

の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
の

策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
振

興
会
議
の
中
で
、
地
場
中
小
企
業
の

目
指
す
べ
き
将
来
の
姿
、
課
題
な
ど

に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
会
議
で
し
っ
か
り
と
事
業
者
の
意

見
を
伺
い
、
必
要
と
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

平
成
２９
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
、
大
雨
・
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
併
せ
て
、
防
災
訓
練
は
防
災

教
育
の
絶
好
の
機
会
と
考
え
ま
す

が
、
子
ど
も
の
参
加
が
少
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

防
災
安
全
担
当
部
長

改
善
す
べ
き

点
は
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
き
ず

情
報
収
集
が
遅
延
し
た
こ
と
や
被
害

情
報
の
連
絡
を
受
け
る
対
策
本
部
側

に
も
地
理
事
情
に
詳
し
い
者
を
配
置

し
な
い
と
実
災
害
の
時
に
動
け
な
い

と
感
じ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
移
動
方
法
な
ど
に
課
題
が
あ

り
、
近
隣
以
外
の
子
ど
も
の
参
加
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
今
回
は
、
幼

稚
園
１
園
の
み
の
参
加
で
し
た
が
、

今
後
も
年
齢
に
応
じ
た
防
災
教
育
へ

の
取
り
組
み
を
促
し
ま
す
。

問

防
災
力
向
上
に
は
、
災
害
対

応
統
一
理
念
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｔ

Ｔ
を
理
解
し
た
チ
ー
ム
が
防
災
安
全

課
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
担
当
部
長

職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
非
常
時
に
備
え

た
体
制
作
り
が
可
能
と
考
え
て
い

ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
基
本
で
あ
る

「
も
の
づ
く
り
」
に
必
要
な
支
援
策
を

正
し
く
防
げ
ば
減
災

誤
れ
ば
人
災

防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て

大 谷 良 治

島根大学医学部附属病院で訓練する
島根県防災ヘリコプター「はくちょう」

「見て・触れて・体感する！」新たな企画で開催した、
いずも産業未来博の内容

一一般般質質問問

玉 木 満
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問

「
育
児
休
暇
に
入
る
と
児
童
ク

ラ
ブ
を
や
め
な
く
て
は
い
け
な
く
て

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
希
望
が
あ
れ
ば
利
用

で
き
る
環
境
を
整
え
る
よ
う
対
応
の

改
善
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
、

施
設
の
整
備
・
促
進
を
求
め
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
未
来
部
長

保
護
者
が
健
康

な
状
態
で
家
庭
に
い
る
こ
と
の
で
き

る
育
児
休
暇
に
つ
い
て
は
入
会
の
要

件
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。
来
年
度
は

５０
人
く
ら
い
の
受
け
入
れ
枠
の
不
足

が
あ
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
施
設
整

備
に
努
め
ま
す
。

問

「
身
分
保
障
が
な
く
、
今
の
体

制
は
不
安
」「
面
積
の
み
で
定
員
を
決

め
ら
れ
、
仕
事
量
が
多
く
て
大
変
」

と
い
う
指
導
員
さ
ん
の
要
望
に
ど
う

こ
た
え
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
未
来
部
長

平
成
２９
年
９
月

に
運
営
委
員
長
と
支
援
員
で
構
成
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
設
置
し
、
処

遇
改
善
や
大
規
模
な
ク
ラ
ブ
の
定
員

に
つ
い
て
も
議
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

漁
業
に
関
す
る
予
算
は
、
外

洋
・
内
水
面
を
問
わ
ず
少
額
で
あ
り
、

漁
業
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
充
実

し
た
予
算
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
漁
業
予
算
が
平
成
２７

年
度
以
降
減
額
さ
れ
て
お
り
、
早
急

に
元
の
予
算
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

漁
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
２１
世
紀
出
雲
水
産
業
総
合
助

成
事
業
で
支
援
し
、
定
置
網
漁
業
な

ど
の
企
業
経
営
体
の
新
規
就
業
者
へ

の
助
成
制
度
、
新
規
漁
業
者
へ
の
助

成
制
度
や
施
設
整
備
支
援
、
ヒ
ラ
メ

や
ア
マ
ダ
イ
の
放
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
内
水
面
に
お
い
て
は
、
松
江

市
、
出
雲
市
で
２
万
匹
の
ウ
ナ
ギ
の

稚
魚
を
放
流
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

藻
場
保
全
を
含
む
予
算
な
ど
、
一
定

の
期
間
に
お
い
て
見
直
し
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

問

宍
道
湖
の
水
草
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

環
境
担
当
部
長

国
、
県
、
松
江
市
、

出
雲
市
お
よ
び
関
係
団
体
で
構
成
す

る
宍
道
湖
水
環
境
改
善
協
議
会
で
積

極
的
な
連
携
、
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

外
洋
・
内
水
面
の
漁
業
振
興
策
と

今
後
の
拡
充
対
策
を

児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
親
と
職
員
の

願
い
を
受
け
止
め

あ
り
方
の
改
善
を

一一般般質質問問

後 藤 由 美

地合漁港

児童クラブに通う親子と職員の願いの実現へ

西 村 亮
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問

大
社
町
で
は
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た

避
難
訓
練
を
行
い
、
非
常
放
送
の
聴

取
で
き
る
範
囲
を
検
証
し
ま
し
た

が
、
荒
木
地
区
４０
町
内
の
う
ち
、
サ

イ
レ
ン
が
よ
く
聞
こ
え
た
の
は
、
３

町
内
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
社
町
は
、
日
常
的
に
観
光
客
が

周
辺
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
防
災
行

政
無
線
は
、
自
然
災
害
や
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
な
ど
、
緊
急
時
の
情
報

な
ど
を
的
確
に
伝
達
す
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
す
。
導
入
の
目
的
と
今

後
の
運
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

防
災
安
全
担
当
部
長

防
災
情
報
を

伝
達
す
る
場
合
に
は
、
多
数
の
方
法

で
伝
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
防
災
行

政
無
線
は
、
そ
の
手
段
の
一
つ
で

す
。
災
害
ば
か
り
で
な
く
、
行
政
事

務
、
広
報
お
よ
び
福
祉
に
関
す
る
こ

と
が
屋
外
拡
声
子
局
で
放
送
で
き
ま

す
。
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
国

の
補
助
金
が
無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

代
替
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
総
務
省
で
は
、
機
能
を
限
定
し

た
低
価
格
の
戸
別
受
信
機
を
提
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
動
向
を
注
視

し
、
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

多
伎
い
ち
じ
く
は
、
昭
和
５０

年
代
か
ら
水
田
転
作
作
物
と
し
て
、

生
産
振
興
が
図
ら
れ
水
田
か
ら
い
ち

じ
く
畑
に
移
行
し
、
平
成
１９
年
に
生

果
と
加
工
品
の
合
計
１
７
８
ｔ
、
販

売
額
も
念
願
の
１
億
円
を
初
め
て
超

え
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
こ
ろ

を
ピ
ー
ク
に
右
肩
下
が
り
に
な
り
、

特
に
平
成
２８
年
、
平
成
２９
年
と
非
常

に
不
作
で
す
。
原
因
は
、
多
々
あ
り

ま
す
が
、
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
お
ら

れ
る
か
伺
い
ま
す
。

農
林
水
産
部
長

い
ち
じ
く
は
、
県

の
果
樹
農
業
振
興
計
画
主
要
品
目

に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
県
、
Ｊ
Ａ
と

共
に
産
地
の
維
持
、
再
生
に
向
け
て

リ
ー
ス
団
地
の
整
備
、
特
産
加
工
品

の
生
産
拡
大
、
新
技
術
の
確
立
な
ど

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

問

こ
の
取
り
組
み
を
市
長
と
し

て
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

市
長

多
伎
い
ち
じ
く
の
み
な
ら
ず

出
雲
、
島
根
の
特
産
で
あ
る
い
ち
じ

く
に
つ
い
て
は
今
後
も
、
し
っ
か
り

と
応
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
も
積
極
的
な
関
わ
り
あ
い
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
で
の

取
り
組
み
と
し
た
い
考
え
で
す
。

大
社
町
の
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

そ
の
効
果
と
運
用
に
つ
い
て
伺
う

出
雲
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
い
ち
じ
く
」
の

産
地
維
持
や
振
興
に
つ
い
て
伺
う

川 光 秀 昭

傷んだいちじくの木

コミュニティセンターに設置された防災行政無線システム

一一般般質質問問

本 田 一 勇
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問

平
成
２９
年
度
９
月
議
会
の
中

で
も
夕
日
鑑
賞
バ
ス
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
乗

客
者
数
が
あ
ま
り
伸
び
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
本
年
度
の
乗
客
者

数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

１１
月
末
で
本
年
度

期
間
中
の
４７
回
の
運
行
が
終
了
し
、

合
計
３
１
８
人
の
方
に
ご
乗
車
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問

夕
日
鑑
賞
バ
ス
の
改
善
点
や

次
年
度
の
運
行
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

乗
客
さ
れ
た
方
に

そ
の
都
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
意
見
や
感
想
を
踏
ま
え

て
、
運
行
の
時
期
や
回
数
、
旅
行
代

金
な
ど
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
整
理

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
、
課
題

を
検
討
し
、
今
後
、
日
本
遺
産
の
効

果
的
な
情
報
発
信
や
観
光
客
の
２
次

交
通
対
策
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
取
り
組
み
に
も
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
年
度

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
実
績

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
を
分
析

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

出
雲
斐
川
中
央
工
業
団
地
南

い
ず
も
の
く
に
さ
ん
い
ん
ど
う

工
区
の
開
発
は
「
出
雲
国
山
陰
道

あ
と跡
」
の
国
史
跡
指
定
に
よ
り
断
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
内
工
業
団
地
の
分

譲
率
は
、
９６
・
４
％
で
企
業
進
出
の

受
け
皿
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
進
出
を
進
め
、
市
内
就
職
希
望

者
の
多
様
な
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め

に
、
新
工
業
団
地
の
造
成
が
急
務
で

す
。
今
後
、
国
道
９
号
４
車
線
化
、

市
道
南
広
域
線
の
県
道
昇
格
を
行

い
、
工
業
団
地
や
出
雲
空
港
、
観
光

地
と
連
結
さ
せ
る
交
通
網
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長

新
工
業
団
地
の
開
発
は
、
平

成
３０
年
度
に
候
補
地
を
絞
り
、
計

画
、
用
地
買
収
お
よ
び
文
化
財
調
査

な
ど
を
経
て
造
成
に
着
手
し
、
平
成

３０
年
代
中
ご
ろ
を
分
譲
開
始
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
第
４
次
産
業
革
命
に

よ
り
医
療
機
器
や
航
空
機
器
部
品
な

ど
は
、
ま
す
ま
す
成
長
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
期
の
新
工
業
団
地
の

完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
９
号
の
４
車
線
化
は
少
し

長
い
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
、
市
道
南

広
域
線
の
県
道
昇
格
は
、
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま
す
。

新
工
業
団
地
の
早
期
着
手
お
よ
び
国
道
９
号

４
車
線
化
・
南
広
域
線
の
県
道
昇
格
を

夕
日
鑑
賞
バ
ス
に
つ
い
て
伺
う

一一般般質質問問

山 内 英 司

４車線化が待たれる国道９号 朝のラッシュ状況
（斐川町 ㈱出雲村田製作所付近）

出雲日御碕夕日鑑賞バスのチラシ

伊 藤 繁 満
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問

大
社
門
前
町
を
中
核
と
し
た

観
光
振
興
策
に
つ
い
て
、
①
ご
縁
広

場
周
辺
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
駐
車
場
機
能
も
含
め
て
、
大
社

門
前
町
に
お
け
る
位
置
付
け
②
旧
大

社
駅
の
整
備
に
つ
い
て
、
保
存
活
用

計
画
も
で
き
ま
し
た
が
、
旧
大
社
駅

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
ま
で
の
整
備

計
画
③
旧
大
社
駅
に
観
光
協
会
事
務

局
が
入
る
こ
と
に
よ
る
観
光
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長

①
ご
縁
広
場
は
、
門
前
町
の

玄
関
口
に
位
置
し
て
お
り
、
ま
ち
歩

き
の
重
要
な
拠
点
施
設
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
駐
車
場
整
備
は
総

合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
②
旧
大
社
駅
活
用
保

存
計
画
に
よ
り
、
大
正
１３
年
に
建
築

さ
れ
て
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

ま
で
に
保
存
修
理
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
③
旧
大
社
駅

が
観
光
案
内
や
ま
ち
歩
き
の
拠
点
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
、
出
雲
市
の
情

報
発
信
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

問

平
成
２８
年
度
３
月
議
会
の
中

で
、企
業
の
発
展
と
周
辺
住
民
の
生
活

環
境
の
維
持
に
向
け
て
、
当
該
地
域

の
課
題
は
早
期
に
解
消
す
べ
き
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
状
況
を
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

現
地
調
査
と
解

析
、
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、
交
通
量
調

査
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
関
係
す

る
部
課
で
構
成
す
る
出
雲
村
田
製
作

所
周
辺
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

で
、
今
後
の
整
備
方
針
を
定
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問

新
川
中
央
線
へ
の
歩
道
の
整

や
が
し
ら
に
し

備
と
八
頭
西
線
の
新
設
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長

今
後
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
渋
滞
対
策
や
安
全
面

は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
集
積
関
連
の
観

点
も
念
頭
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

Ｊ
Ｒ
直
江
駅
の
利
便
性
の
向

上
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

利
用
し
や
す
い
Ｊ

Ｒ
直
江
駅
と
い
う
宿
題
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
へ
働
き
か
け

も
行
い
な
が
ら
、
駅
舎
の
有
効
利
用

に
向
け
市
と
し
て
も
努
力
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

今
後
の
大
社
門
前
町
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う

株
式
会
社
出
雲
村
田
製
作
所
周
辺
の

環
境
整
備
な
ど
の
検
討
状
況
を
伺
う

長 廻 利 行

歩道のない区間への歩道の整備
が急がれる新川中央線
（斐川町 陰山製材所付近）

２０２４年に建築から１００年を迎える旧大社駅

一一般般質質問問

大 場 利 信



18いずも市議会だより ５１号

問

出
雲
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
２６
年
２
月
に

報
告
の
あ
っ
た
包
括
外
部
監
査
（
公

認
会
計
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
、

経
営
な
ど
に
つ
い
て
の
監
査
・
調
査

報
告
書
）
の
指
摘
に
ど
う
対
応
し
て

い
ま
す
か
。
①
運
営
・
事
業
形
態
の

見
直
し
、
独
立
行
政
法
人
化
お
よ
び

非
公
務
員
型
を
念
頭
に
置
い
た
運
営

②
責
任
体
制
、
経
営
改
革
に
取
り
組

む
姿
勢
③
民
間
人
の
公
募
な
ど
に
よ

る
事
務
局
改
革
。
④
毎
年
５
億
円
を

超
え
る
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
が
あ

り
ま
す
が
、
新
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け

る
健
全
化
に
取
り
組
む
姿
勢
を
伺
い

ま
す
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

①

現
行
の
運
営
体
制
で
収
支
改
善
を
進

め
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
体
制
を
整

え
ま
す
。
②
外
部
委
員
に
よ
る
経
営

評
価
委
員
会
に
お
い
て
決
算
あ
る
い

は
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
③
今
年
度

初
め
て
病
院
事
務
実
務
経
験
者
の
職

員
採
用
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
病

院
の
経
営
改
革
に
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
④

新
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
経
営
収
支
の

黒
字
化
達
成
の
た
め
に
職
員
一
人
ひ

と
り
が
現
状
を
認
識
し
、
着
実
に
実

行
し
ま
す
。

問

企
業
の
人
手
不
足
の
現
状
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

９
月
末
時
点
で
、

有
効
求
人
倍
率
は
、
１
・
７５
と
極
め

て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
人
手
不

足
は
、
産
業
全
体
に
わ
た
っ
て
生
じ

て
い
る
問
題
で
あ
り
、
早
急
に
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

経
済
環
境
部
長

働
く
場
が
あ
る
状

況
で
は
、
仕
事
以
外
の
定
住
に
関
す

る
情
報
を
効
果
的
に
提
供
し
、
出
雲

に
就
職
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
。

問

市
内
の
高
校
卒
業
者
の
就
職

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

高
校
卒
業
者
は
、

全
体
で
約
１
４
０
０
人
お
り
、
就
職

希
望
者
は
３
４
４
人
で
す
。
こ
の
う

ち
１
７
８
人
が
市
内
企
業
に
就
職
し

て
い
ま
す
。

問

で
き
る
だ
け
地
元
で
就
職
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
学
校
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
中
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

深
刻
な
人
手
不
足
に
適
切
な
対
応
を

出
雲
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

経
営
状
況
を
聞
く

一一般般質質問問

保 科 孝 充

企業の人手不足解消に向けて

さらなる改革が求められる出雲市立総合医療センター

板 倉 一 郎
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問

今
後
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ

れ
る
認
知
症
患
者
と
、
そ
の
家
族
の

支
援
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
専
門
家
や
介
護
経

験
者
と
の
意
見
交
換
が
で
き
、
そ
し

て
本
人
や
そ
の
家
族
が
気
軽
に
集
う

こ
と
が
で
き
る
認
知
症
カ
フ
ェ
は
関

係
者
に
と
っ
て
は
貴
重
な
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
認
知
症
カ

フ
ェ
の
実
施
場
所
を
増
や
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
認
知
症
カ

フ
ェ
は
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会

島
根
県
支
部
出
雲
地
区
会
」
の

協
力
の
も
と
、
毎
月
第
２
・
第
４
金

曜
日
の
午
後
に
ラ
ピ
タ
本
店
２
階

え
に
し

「
縁
」
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

１
カ
所
で
開
催
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
１１
月
に
ひ
か
わ
図
書
館
で

１
回
試
験
的
に
実
施
を
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
可
能
な
範
囲
で
出
張
版

カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
事
業
者
が
設
置
・
運
営
を

し
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
が
１
カ
所

あ
り
、
今
後
実
施
箇
所
を
増
や
す
に

は
、
民
間
事
業
者
の
協
力
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

出
雲
大
社
の
大
遷
宮
に
よ
り

爆
発
的
に
増
加
し
た
出
雲
市
へ
の
観

光
客
数
は
、
そ
の
後
、
年
を
経
て
ど

の
よ
う
な
状
況
か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

大
遷
宮
が
行
わ
れ

た
平
成
２５
年
の
観
光
入
り
込
み
客
延

べ
人
数
は
、
１
５
７
５
万
人
余
り
で

し
た
。
平
成
２８
年
は
、
１
２
０
２
万

人
余
り
で
、
ピ
ー
ク
時
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問

今
年
度
、
当
初
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
観
光
動
態
調
査
と
日

本
遺
産
推
進
協
議
会
事
業
と
し
て
行

わ
れ
る
観
光
動
態
調
査
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長

今
年
度
の
調
査
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
活
用
す
る

も
の
で
す
。
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

事
業
の
調
査
は
、
観
光
資
源
の
磨
き

上
げ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
沿
っ
た
戦
略

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
立
案

を
主
眼
に
し
た
も
の
で
す
。
調
整
が

つ
き
次
第
、
公
開
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

増
加
す
る
認
知
症
患
者
と
そ
の
家
族
支
援
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
む

観
光
客
の
推
移
と
市
が
行
う

観
光
動
態
調
査
に
つ
い
て
伺
う

今 岡 真 治

出雲市駅内の観光案内所

一一般般質質問問

ラピタ２階「縁」で開催されている
「オレンジカフェいずも」

湯 淺 啓 史
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議
会
改
革
・
調
査
特
別
委
員
会

１０
月
１０
日
、
１１
日

総
合
交
通
対
策
特
別
委
員
会

１０
月
２
日
〜
４
日

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
よ
る
議
会
改
革
を
視
察

会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
平
成
１９

年
か
ら
議
会
制
度
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
議
会
基
本
条
例
、
議
員
政

治
倫
理
条
例
の
制
定
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

制
定
作
業
で
は
、
議
会
の
役
割
・

機
能
を
明
確
に
す
る
た
め
に
論
点
を

整
理
し
、
基
本
原
則
を
定
め
、
市
民

意
見
を
政
策
に
反
映
す
る
た
め
の
政

策
形
成
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
条
例
の
制
定
過
程
で
議
員

定
数
、
報
酬
、
政
務
活
動
費
に
つ
い

て
も
適
正
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

議
会
改
革
・
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
今
後
、
出
雲
市
議
会
基
本
条

例
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
過
程
で
、

適
正
な
議
員
定
数
、
報
酬
、
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
結
論
を
導
い
て
い
き

ま
す
。

（
多
々
納
剛
人

記
）

よ
り
良
い
交
通
を
目
指
し
て

い

み
ず

射
水
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
視
察

い
み
ず

射
水
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
路
線
の
う
ち
、
利
用
者
数

が
少
な
い
路
線
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
に
活
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
自
宅
以
外
の
乗

降
場
所
を
限
定
し
て
は
い
ま
す
が
、

き
め
細
か
い
運
行
を
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
ま
し
た
。
タ

ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
で
の
運
行
を
し
た

場
合
と
の
比
較
も
行
っ
て
お
り
、
ほ

ぼ
同
じ
金
額
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
運
転
免

許
自
主
返
納
者
に
は
、
２
年
間
の
運

賃
無
料
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

出
雲
市
で
も
、
現
在
の
住
民
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
、
よ
り
効
率
的
な
シ
ス

テ
ム
を
検
討
し
て
お
り
、
と
て
も
参

考
に
な
る
視
察
で
し
た
。

（
板
倉
一
郎

記
）

行行政政視視察察報報告告

議会からの政策形成サイクルについて視察（福島県会津若松市）

い みず

デマンドタクシーについて視察（富山県射水市）
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観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
調
査
特
別
委
員
会

１０
月
１６
日
〜
１８
日

原
子
力
発
電
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
調
査
特
別
委
員
会

１０
月
３１
日
〜
１１
月
２
日

花
火
大
会
は
市
民
の
誇
り

今
後
へ
向
け
た
全
市
の
一
体
感
の
醸
成
へ

調
査
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全

国
的
に
も
有
名
な
「
長
岡
花
火
」
に

つ
い
て
、
資
金
収
支
の
財
源
や
運
営

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
火
大
会
は
、
毎
年
８
月
２
日
〜

３
日
で
固
定
開
催
さ
れ
、
一
般
財
団

法
人
が
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総

年
間
予
算
７
億
５
千
万
円
の
主
な
内

訳
は
、
収
入
が
寄
付
収
入
２
億
１
千

万
円
、
観
覧
席
料
収
入
５
億
４
千
万

円
、
販
売
等
収
入
２
千
万
円
に
対

し
、
支
出
が
会
場
設
営
費
に
２
億
７

千
万
円
、
花
火
打
上
費
に
１
億
８
千

万
円
、
安
全
対
策
費
１
億
円
、
普
及

啓
発
・
ブ
ラ
ン
ド
発
信
費
と
管
理
費

に
そ
れ
ぞ
れ
９
千
万
円
で
し
た
。

市
民
の
誇
り
を
も
っ
た
取
り
組
み

が
多
く
の
人
々
を
魅
了
す
る
花
火
大

会
と
な
っ
て
お
り
、
価
値
あ
る
視
察

と
な
り
ま
し
た
。（

萬
代
輝
正

記
）

六
ヶ
所
村
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
視
察

島
根
原
子
力
発
電
所
１
号
機
廃
止

措
置
計
画
が
原
子
力
規
制
委
員
会
か

ら
認
可
さ
れ
、
出
雲
市
ほ
か
関
係
自

治
体
も
了
承
し
ま
し
た
。
今
後
、
廃

止
に
向
け
使
用
済
燃
料
が
青
森
県
六

ヶ
所
村
に
あ
る
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
に
搬
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
施

設
に
あ
る
再
処
理
工
場
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

特
に
再
処
理
工
場
が
稼
働
し
な
い

と
使
用
済
燃
料
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

再
処
理
工
場
の
最
大
処
理
能
力
は

８
０
０
ｔ
／
年
、
試
運
転
も
行
っ
て

お
り
４
２
５
ｔ
を
再
処
理
済
で
、
竣

工
に
向
け
て
工
事
を
す
す
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
核
査
察
や
抜
き
打
ち
検
査
も

含
め
年
１０
数
回
あ
る
と
の
こ
と
で
、

厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
安
全
性
が

強
く
問
わ
れ
る
施
設
で
あ
る
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。（

山
代
裕
始

記
）

原子燃料サイクル施設を視察（青森県上北郡六ヶ所村）

例年行われている長岡まつり大花火大会のようす（新潟県長岡市）

行行政政視視察察報報告告
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行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

１０
月
２
日
〜
４
日

支
所
組
織
機
能
の
見
直
し
に
つ
い
て
視
察

石
川
県
白
山
市
で
「
支
所
組
織
機

能
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。
平
成
１７
年
２
月
、
１
市
２
町

５
村
の
合
併
当
初
か
ら
、
各
町
村
役

場
に
あ
っ
た
支
所
を
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
事
を
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
庁
へ

の
各
事
務
作
業
の
移
行
を
進
め
、

平
成
２８
年
度
か
ら
は
、
本
所
、
２
支

所
、
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
各
公
民
館

に
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
消
防
、

選
挙
、
戸
籍
、
高
齢
者
な
ど
の
事
務

・
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
早
い

段
階
か
ら
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
方
式

を
検
討
し
て
い
た
た
め
、
比
較
的
ス

ム
ー
ス
に
移
行
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
合
併
し
て
約
１０
年
の
出

雲
市
に
お
い
て
も
検
討
す
べ
き
事
例

の
ひ
と
つ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
宮
本

享

記
）

１１月１４日（火） 全国自治体病院経営都市議会協議会
正副会長・監事・相談役会議
自治体病院 全国大会２０１７「地域医療
再生フォーラム」

１５日（水）～１６日（木）
第１２回全国市議会議長会研究フォーラ
ム in姫路、議会改革・調査特別委員会
行政視察

２０日（月） 全国市議会議長会 地方自治法施行７０
周年記念式典及び記念シンポジウム

２１日（火） 広報広聴調査・推進委員会
２２日（水） 全国市議会議長会 第１３３回国会対策委

員会、議会運営委員会
２４日（金） 地域医療福祉協議会
２７日（月） 農政議員連盟会議
２９日（水） 行財政改革特別委員会・総務委員会連

合審査会、建設水道委員会
３０日（木） 理事会、議会運営委員会、全員協議

会、議会改革・調査特別委員会
１２月４日（月） 議会運営委員会

６日（水） 議会広報誌編集委員会
１５日（金） 原子力発電・エネルギー政策調査特別

委員会
１８日（月） 議会運営委員会、国際交流促進議員連

盟総会、議会広報誌編集委員会
２０日（水） 全員協議会
２２日（金） 一畑電車沿線議員連絡協議会
２５日（月） 広報広聴調査・推進委員会、行財政改

革特別委員会・総務委員会連合審査会

２６日（火） 議会改革・調査特別委員会
１月１２日（金） 議会広報誌編集委員会、広報広聴調

査・推進委員会
１６日（火） 全国市議会議長会 第１３４回国会対策委

員会
１７日（水）～１８日（木）

広報広聴調査・推進委員会行政視察
１８日（木） 全国自治体病院経営都市議会協議会

正副会長・監事・相談役会議
１９日（金） 理事会、議会運営委員会、全員協議

会、総合交通対策特別委員会
２２日（月） 議会広報誌編集委員会
２３日（火） 島根県東部四市議会議員交流会
２５日（木）～２６日（金）

議会広報誌編集委員会行政視察
２９日（月） 議会改革・調査特別委員会

水産・漁業対策協議会
３０日（火）～３１日（水）

出雲市友好交流都市 津山市・諫早市
三市議会交流会議

２月５日（月） 全国高速自動車道市議会協議会 第４４
回定期総会

６日（火） 広報広聴調査・推進委員会
７日（水） 全国市議会議長会基地協議会 第８１回

総会
７日（水）～１０日（土）

国際交流促進議員連盟視察
９日（金） 文教厚生委員会

行行政政視視察察報報告告・・議議会会活活動動

議会活動（平成２９年１１月１１日～平成３０年２月１０日に開催された会議）

支所組織機能について視察（石川県白山市）
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今
年
で
６
回
目
と
な
る
「
出
雲
市

中
学
生
議
会
」
が
、
平
成
２９
年
１１
月

１０
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
中
学
生
議
会
は
、
南
中
学

も
ち
だ
じ
ん
ら
い

校
の
持
田
尋
礼
さ
ん
と
斐
川
東
中
学

も
ち
だ
ち
か
し

校
の
持
田
誓
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、

市
内
の
中
学
校
１４
校
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
代
表
２
名
ず
つ
が
議
員
と
な
り
、

市
長
を
は
じ
め
市
の
執
行
部
に
対

し
、
学
校
生
活
に
関
連
す
る
身
近
な

問
題
や
交
通
網
の
整
備
、
企
業
誘
致

の
促
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
・

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
議
員
か
ら
、「
自
ら

の
力
で
い
じ
め
に
立
ち
向
か
い
、
自

ら
の
手
で
、
全
校
生
徒
の
絆
を
強

め
、
い
じ
め
の
な
い
、
明
る
い
学
校

づ
く
り
を
す
る
」
と
し
て
、「
出
雲
市

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
宣
言
２
０
１
７（
出

雲
市
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
）」
の
提
案
が

あ
り
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
、
子
ど
も
た
ち

の
市
政
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
出
雲
市
の
将
来
像
で

あ
る
「
げ
ん
き
、
や
さ
し
さ
、
し
あ

わ
せ
あ
ふ
れ
る

縁
結
び
の
ま
ち

出
雲
」の
実
現
に
つ
な
が
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「出雲市フレンドシップ宣言２０１７」
（出雲市いじめゼロ宣言）

「君のためにできることが私たちにはある」
《ひ》○人の気持ちを考えます。

・お互いのことをもっと知り、距離を縮めます。
・相手が、どう思うかを考えて発言・行動します。

《ま》○周りに流されないようにします。
・勇気をもって行動します。
・見て見ぬふりはしないようにします。

《わ》○輪の中にみんなが入れるようにします。
・話がしやすい雰囲気をつくります。
・困っている人、悩んでいる人がいたら一緒になって考えます。

《り》○理解し合います。
・積極的なコミュニケーションを図り、お互いのことをもっ
と知り合います。

・自分の素直な気持ちが伝えられるような人間関係を作ります。

ひまわりは、いつも顔を太陽に向けて、まっすぐ集団で咲きます。
「私たちもひまわりのように！！」

＜議員＞

質問内容

学校の授業内容について

安全で便利な交通網の
整備について

高度医療機関と連携した
巡回型在宅医療の提案

「出雲の魅力」を全国
へ広げていくための提
案について
出雲市に若い男女の旅
行者を増やす取組につ
いて
自家用車への過度の依
存がなく過ごせるまち
づくりについて
コミュニティ活動をとお
して地域を活性化させる
ための提案について

氏名
あさ い ゆず き

浅井 柚希
にしむら み ほ

西村 美歩
あお き かん た

青木 幹太
いまわか りょう ま

今若 龍馬
もりたち な な

森立 七菜
た なべ かい と

田邊 海音
いまわか ともなり

今若 友勢
ふく だ な な み

福田菜々美
はら ま り な

原 真里奈
すぎはら りゅう た

杉原 琉太
お ざわ たい ち

小澤 泰知
あ だち ふう ま

足立 風馬
なか お み そら

中尾 美空
かわかみ あ お い

川上杏桜衣

中学校名

多伎中学校

湖陵中学校

浜山中学校

第一中学校

平田中学校

向陽中学校

佐田中学校

質問順

1

2

3

4

5

6

7

＜議長＞

氏名
もち だ じんらい

持田 尋礼

中学校名

南中学校

氏名
もち だ ちかし

持田 誓

中学校名

斐川東中学校

質問内容

バス交通の充実の提案
について

健康づくりの推進

学校等公共施設の外用ト
イレへの身体障がい者用
トイレ設置について
「出雲市の税金の使い方」（中
学生のためになっている
か、無駄遣いはないのか）

自然環境を保護するた
めに

企業誘致を促進させる
ための提案について

スポーツ振興～出雲市
での全国規模の大会開
催について～

氏名
おく い かん た

奥井 寛太
しら ね あんじゅ

白根 安珠
なかむら さ え

中村 彩愛
うめ だ こう た ろう

梅田航太郎
やまおか たいせい

山岡 大晟
かさがら ゆ い

笠柄 結衣
やまさき ゆう か

山崎 裕花
え だ ひ な た

荏田 陽向
さ さ き や ま と

佐々木大和
くま の はる な

熊野 陽奈
さか た だい き

坂田 大輝
おか み づき

岡 美槻
せの お ゆう き

妹尾 悠生
ふ の る み

布野 瑠海

中学校名

南中学校

第三中学校

斐川西中学校

大社中学校

河南中学校

斐川東中学校

第二中学校

質問順

8

9

10

11

12

13

14

＜フレンドシップ宣言＞

提出者氏名
やまさき ゆう か

山崎 裕花

中学校名

大社中学校

中中学学生生議議員員と市市執執行行部部が活発な議論
～出雲市中学生議会開催～

中中学学生生議議会会



議会日程・編集後記

24いずも市議会だより 51号

議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6246  FAX：（0853）21-6251
URL：https://gikai.izumo-city.jp
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
12
月
議
会
か
ら
新
た
に
発

行
し
た
、
い
ず
も
市
議
会
だ
よ
り

「
速
報
」
版
。

　
議
会
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
定
例
会
後
に
市
議
会

だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

閉
会
か
ら
配
布
ま
で
に
約
２
カ
月

を
要
す
こ
と
か
ら
、
時
事
感
に
欠

け
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　
時
事
な
事
柄
を
お
伝
え
す
る
こ

と
も
、
広
報
に
求
め
ら
れ
る
重
要

な
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
速

報
」
版
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
広
報
機
能
の
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
「
速
報
」
版
は
、
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
意
見
ご
感
想
を
賜
り
な
が

ら
、
市
議
会
だ
よ
り
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
議
会
広
報
誌
編
集
委
員（玉

木
　
満
）

議
会
広
報
誌
編
集
委
員
会

湯
淺
　啓
史

大
谷
　良
治

今
岡
　真
治

玉
木
　
　満

児
玉
　俊
雄

錦
織
　
　稔

本
田
　一
勇

寺
本
　淳
一

西
村
　
　亮

福
代
　秀
洋

川
上
　幸
博

委

員

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委
員（
議
長
）

委
員（
副
議
長
）

今後の本会議および委員会の開催予定

本会議(開会、施政方針表明、議案上程・説明)
本会議(施政方針に対する会派代表者質問)
本会議(一般質問・１日目)
本会議(一般質問・２日目)
本会議(一般質問・３日目)
本会議(一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託)、
予算特別委員会
総務委員会・予算特別委員会総務分科会
総務委員会・予算特別委員会総務分科会

２月２０日(火)
２月２３日(金)
３月  ２日(金)

５日(月)
６日(火)
７日(水)

８日(木)
９日(金)

平成29年度 3月定例市議会 会期日程（案）
文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生分科会
文教厚生委員会・予算特別委員会文教厚生分科会
環境経済委員会・予算特別委員会環境経済分科会
環境経済委員会・予算特別委員会環境経済分科会
建設水道委員会・予算特別委員会建設水道分科会
建設水道委員会・予算特別委員会建設水道分科会
予算特別委員会
本会議(委員長報告、質疑、討論、採決、閉会)

１２日(月)
１３日(火)
１４日(水)
１５日(木)
１６日(金)
１９日(月)
２０日(火)
２３日(金)

※一般質問を行う議員数により、３月７日の日程が３月６日に繰り上がり、３月７日は開催されないことがあります。

ホームページのリニューアルとアドレス移転のお知らせ

出雲市議会のホームページが新しく生まれかわりました。

より見やすく

出雲市議会ウェブサイト（2018 年 2 月 新装）
アドレス  https://gikai.izumo-city.jp
リニューアルにともないアドレスがかわりました。
お気に入りやブックマークに登録されている方は変更をお願いいたします。

より詳しく

・ サイトの構造・レイアウトを大幅に変更。
・ 文字検索機能をはじめ、見たい情報を見つけやすくなりました。
・ スマートフォンなどモバイル端末での閲覧にも対応しています。
・ 議会の経過を日程にしたがって、わかりやすく更新。
・ 本会議だけでなく、各委員会の閉会中の活動やその他の会議の

状況も掲載していく予定です。

一般質問、20人が登壇、論戦。

一
般
会
計
補
正
予
算

4
億
3
千
5
百
万
円
など

15
議
案
を
可
決

●
補
正
予
算
の
主
要
事
業

●
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
促
進
事
業

●
市
道
古
志
82
号
線
拡
幅
改
良
事
業

　
今
回
可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、県
事
業
を
活
用
し
た
市
内
漁
業
者
の
漁
船
導
入
に

対
す
る
支
援
、次
期
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
敷
地
造
成
に
伴
う
工
事
用
道
路
の
拡
幅

工
事
、消
防
庁
か
ら
送
信
さ
れ
る
緊
急
情
報
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
J
ア
ラ
ー
ト

新
型
受
信
機
更
新
経
費
、平
成
30
年
度
か
ら
預
か
り
保
育
事
業
を
開
始
す
る
幼
稚
園
の

準
備
経
費
、平
成
28
年
度
国
県
支
出
金
の
確
定
に
伴
う
返
還
金
な
ど
を
中
心
に

所
要
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、平
成
29
年
9
月
の
台
風
18
号
に
よ
り

被
災
し
た
農
地
及
び
林
道
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
も
、所
要
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

福島孝雄、神門　至、岸　道三、勝部順子、児玉俊雄、錦織　稔、大谷良治
玉木　満、後藤由美、西村　亮、川光秀昭、本田一勇、山内英司、伊藤繁満
長廻利行、大場利信、保科孝充、板倉一郎、今岡真治、湯淺啓史　　　　　

詳しくは、2月20日発行の「いずも市議会だより No.51」
市議会ホームページ（http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai）をご覧ください。
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12
月
議
会
閉
会

●
防
災
行
政
無
線
等
施
設
維
持
費
、

　
通
信
施
設
・
設
備
整
備
費
、防
災
対
策
費

●
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業

●
現
年
発
生
補
助
災
害
復
旧
事
業

農
地
及
び
農
業
用
施
設
、林
道

●
国
庫
支
出
金
返
還
金

社
会
福
祉
費
・
生
活
保
護
費
・
児
童
福
祉
費
・
保
健
衛
生
費 

関
連

《Webサイトで録画配信中》

「日が沈む聖地出雲」が
日本遺産に認定

いずも市議会だより
「速報」版
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24新成人代表スピーチを行った 原 綾海さん

祝成人
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祝成人
1,818人 新たな門出

はら あや め


